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中野小学校運動会

「一人の応援がみんなの勇気」

6月8日（月）中野小学校の運動会が行われました。今年度は

プール建設が予定されているため、初夏の運動会となりました。

短い練習期間にもかかわらずすばらしい演技を披露しました。
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町民のうごき
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⑱。@。須） 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 鰯瞬 (2) 

松山市長と懇談する大野町長

五
月
十
四
日
（
木
）
山
鳥
坂
ダ
ム
建

設
事
業
の
停
滞
打
開
の
た
め
、
松
山

市
長
・
田
中
誠
一
氏
が
来
町
、
大
野

町
長
に
対
し
、
ダ
ム
建
設
に
つ
い
て

の
協
力
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

山
鳥
坂
ダ
ム
は
、
平
成
十
年
度
予

算
が
三
億
円
（
前
年
度
対
比
六
七
・

五
％
減
）
と
な
り
、
受
益
地
で
あ
る

松
山
市
を
始
め
三
市
五
町
に
お
い
て

も
危
機
感
が
生
じ
、
平
成
十
一
年
度

予
算
獲
得
に
動
ぎ
が
出
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
当
町
訪
問
も
そ
の
一
環
と
言

え
ま
し
ょ
う
。

そ
こ
で
、
松
山
市
長
か
ら
町
長
に

対
し
、
次
の
よ
う
な
報
告
と
要
請
が

あ
り
ま
し
た
。

①
平
成
十
一
年
度
予
算
獲
得
に
向
け

て
の
活
動

•

山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
推
進
協
議
会
と

中
予
広
域
水
道
企
業
団
の
構
成
団

体
が
一
丸
と
な
っ
て
中
央
省
庁
な

ど
へ
実
行
運
動
を
行
う
。

●
五
月
二
十
二
日
（
金
）
建

設
省
四
国
地
方
建
設
局

に
対
す
る
要
望
運
動
の

実
施

●
六
月
一
日
（
月
）
建
設
省
、

大
蔵
省
に
対
す
る
要
望

運
動
の
実
施

②
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
推
進

協
議
会
と
肱
川
町
に
よ
る

交
流
事
業
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
両
者
間
で
協
議

し
、
促
進
を
図
る
。

③
四
月
二
十
八
日
（
火
）
に

は
、
受
益
地
域
住
民
（
松

山
市
水
道
モ
ニ
タ
ー

・
中

予
三
市
五
町
の
事
務
担
当

者
）
が
、
肱
川
町
水
源
地

見
学
会
を
行
い
、
非
常
に

好
評
で
あ
っ
た
の
で
今
後

も
継
続
し
た
い
。

松
山
市
長

山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
の
協
力
要
請
に
来
町

尚
、
四
月
二
十
八
日
に
は
、
受
益

地
域
住
民
（
四
十
五
名
）
、
五
月

一
日

に
は
伊
予
市
議
会
議
員
団
（
十
三
名
）

が
水
源
地
見
学
会
と
し
て
来
町
、
当

町
及
び
工
事
事
務
所
か
ら
水
没
地
域

等
の
実
情
を
聞
い
た
後
現
地
を
訪
れ

見
学
を
行
っ
た
。

参
加
者
は
始
め
て
の
人
も
多
く

「
地
元
の
実
情
を
聞
く
の
は
つ
ら
い

け
ど
、
耳
を
ふ
さ
ぐ
わ
け
に
は
い
か

な
い
。
」
と
熱
心
に
学
習
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

水源地説明会を聞く受益地域住民

今
年
は
検
察
審
査
会
制
度
が
で
き

て
五
十
周
年
に
当
た
り
ま
す
。
犯
罪

の
被
害
に
あ
っ
て
警
察
や
検
察
庁
に

訴
え
た
の
に
、
検
察
官
が
加
害
者
を

起
訴
し
て
く
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な

場
合
に
、
そ
の
不
起
訴
処
分
の
よ
し

あ
し
を
審
査
す
る
の
が
検
察
審
査
会

で
す
。検

察
審
査
会
で
審
査
し
た
結
果
、

更
に
詳
し
く
捜
査
を
す
べ
き
で
あ
る

と
か
起
訴
を
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う

議
決
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
検
察
官

は
、
こ
の
議
決
を
参
考
に
し
て
事
件

を
再
検
討
し
ま
す
。

そ
の
結
果
、
起
訴
を
す
る
の
が
相

当
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
た
と
き

は
、
起
訴
の
手
続
ぎ
が
と
ら
れ
ま
す
。

検
察
審
査
員
は
、
市
町
村
の
選
挙

管
理
委
員
会
が
、
選
挙
人
名
簿
に
基

づ
い
て
、
く
じ
で
検
察
審
査
員
の
候

補
者
を
選
び
ま
す
。

そ
の
中
か
ら
、
検
察
審
査
会
事
務

局
長
が
再
び
、
く
じ
で
検
察
審
査
員

を
決
め
ま
す
。

詳
し
く
は
、
大
洲
検
察
審
査
会
事

務
局
(
6
二
四
ー
ニ

0
三
八
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

......... “
 

一
ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
？

i

一
検
察
審
査
会
一

．．
 



(3) ~⑲。＠。⑱ 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 鰯瞬

肱川町創立55周年を記念して「風おこしの町看板」が町内3カ所に設置されました。

看板の原画を描いたのは町内の小・中学生で記念行事に参加することによって、肱川町を再発見す

ることが出来ると共に、肱川町の名所をアピールして町の宣伝効果を上げることを目的として作成さ

れました。

＠， 

こ

ヘ

． 
、-

肱川中学校の 2人の生徒さんが描いたもので、

シャクナゲ谷駐車場に設置されています。

中野小学校のみなさんが風の博物館を中心に

描いたもので、風の博物館の庭に設置されて

います。

編..__ し• -- -

岩谷小学校のみなさんが、しめ神楽を描いた

もので、風の博物館の庭に設置されています。

正山小学校のみなさんが正山地区を描いたも

ので道野尾入口に設置されています。

大谷小学校のみなさんが、大谷文楽を描いた

もので、風の博物館の庭に設置されています。

予子林小学校のみなさんが予子林地区の建物

等を描いたもので、風の博物館の庭に設置さ

れています。



箇）。＠。領） 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 鱈麟 (4) 

集 ）
 平成10年9月30日（水）まで

最優秀作品 1点（賞状と副賞）

佳 作 2点（賞状と副賞）

※応募者全員の中から拍選で10名の方に粗品を進呈します。

＊発 表入賞者には平成10年11月頃に通知するとともに広報紙「広域消防おおず」

に掲載します。

＊募集期間

＊賞

大洲消防署では、消防の力強さ、優しさをイメージしたマスコットマークを募集し

ています。（キャラクターは、消防自動車、動物または大；州地区の民話に出てくる

「竜」など消防をイメージするものなら何でもかまいません。）

入選作品は、作業服や消防車両にプリントするなど、さまざまなものに活用させて

いただきます。

みなさまからの多数のご応募をお待ちしています。

◆応募方法
①指定用紙又はA4サイズ(297mmx 210mm)の

紙を使用してください。

②指定用紙は、大洲消防署 ・内山支署 ・長浜支署・

川上支署に用意しています。

◆応募上の注意

①応募資格は問いません。

②作品は封書で応募してください。なお、大｝州消

防署又は内山支署 ・長浜支署 ・川上支署に持参

されても結構です。

③応募作品は自作、未発表のものに限ります。な

お、応募作品は返却いたしません。

④最優秀作品（採用作品）は、一部修正する場合が

あります。

⑤最優秀作品の著作権は大｝＇州地区広域消防事務組

合に帰属します。

【送付先及び問い合わせ先】

〒795-0012 大洲市大洲1034-4

大洲消防署「マスコットマーク募集係」
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投
票
が
し
や
す
く
な
り
ま
し
た

鬱
鬱
鬱
疇
鬱
鬱
鬱
鬱
鬱
鬱
鬱
鬱
鬱
鬱
鬱
曇
鬱
鬱
鬱
鬱
鬱
鬱

有
権
者
の
方
々
が
よ
り
投
票
し
や

す
い
よ
う
、
公
職
選
挙
法
の
一
部
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

0
投
票
時
間
が
、
午
後
八
時
ま
で
と

な
り
ま
し
た
。

0
不
在
者
投
票
の
時
間
が
、
午
後
八

時
ま
で
と
な
り
ま
し
た
。

0
不
在
者
投
票
が
認
め
ら
れ
る
事
由

が
緩
和
さ
れ
次
の
よ
う
な
方
で
も

不
在
者
投
票
が
で
ぎ
ま
す
。

第
五
回
全
国

「風
鈴
・
う
ち
わ
展
」

が
風
の
博
物
館
で
六
月
一
日
か
ら

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

岩
手
の
四
十
奏
風
鈴
、
東
京
の
江

戸
風
鈴
、
長
崎
の
ビ

ー
ド
ロ
風
鈴
を

は
じ
め
、
全
国
か
ら
集
め
た
風
鈴
三

0
0点
、
透
か
し
彫
り
し
た

三
重
の

日
永
う
ち
わ
、
千
葉
の
浴
衣
地
う
ち

わ
、
高
知
の
四
万
十
う
ち
わ
な
ど
一

五
0
点
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

生
活
の
中
で
風
と
文
化
と

の
関
わ

り
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
珍
し
い
伝

統
工
芸
品
が
勢
揃
い
し
て
い
ま
す
。

最
近
は
、
ク
ー
ラ
ー
の
普
及
で
風

鈴
や
う
ち
わ
を
利
用
す
る
事
も
少
な

く
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
展
示
会
を

機
に
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

•
投
票
区
域
内
の
自
営
業
等
の
方

や
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
予
定
の
あ

る
方

●
レ
ジ
ャ
ー
や
買
い
物
な
ど
の
私

用
で
、
投
票
日
に
投
票
区
内
に

い
な
い
方

0
不
在
者
投
票
の
手
続
き
が
簡
単
に

な
り
ま
し
た
。

※
詳
し
い
こ

と
は
、
選
挙
管
理
委
員

会
ま
で
(
6
内
線

―

-
0
番）

こ
の
展
示
会
は
、

九
月

二
十
八

日

ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
ご
近
所
お
誘

い
合
わ
せ
て
是
非
お
出
か
け
く
だ
さ

、0し
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(5) ~®。⑥。⑱ 仕事や生活に夢をもって

一国民年金や厚生年金を受けている皆さん、社会保険庁から年6回送付

されていた支払通知の回数が6月から年 1回に簡略化されました。

◎毎年 6月に、 6月定期支払から翌年の 4月

定期支払までの各支払期における支払額を

1年間まとめてお知らせします。

年金支払（振込）通知が年1回になりました
:0  

>◎ 8月以降の通知書は、原則として送付され

ませんが、年金額の改定、支払期間を変更

したときは、その都度改めてお知らせしま

◎郵便局窓口で支払を受ける人や、 JT、

JR、NTTの国家公務員共済組合法に基

づく共済年金受給者は今まで通り送付され

ます。

豊かなまちをつくります （町民憲章） 鱈 麟

◎この制度は、行財政改革の一環として行わ

れるもので、社会保険庁の試算によると、

振込通知書を簡略化することによって送付

件数が約 1億 4千万件減少し、約80億円分

の経費節減になります。

ー9--9--9--9--9--9--9----9--9--9--9--9--9--9--9--9-―ヽー一,--,--,--,--,--,--,--,--,-―ヽー一9--9--9--9--9--9--9--9--9--9--9-―ヽー一,--,--,--,--,--,--,--,--,--,--,--,--,--,--,--,--,--ヽ--,--,--,--ヽ--,--,--,-

家 庭の翻準朧
ラジオやテレビで、事前の

気象情報を正しくつかんで

おきましょう。

--- .,・ ・- -: 

．．萎 参¥.・: 
t芦幸及 ・．

こ
万ーに備え、家族で身近な

避難場所や経路などを事前に

決めておきましょう。

家
の
周
り
の
排
水

を
よ
く
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

今
年
も
梅
雨
の
季
節
が
や

っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
季
節
は
、
長
雨
や
集

中
豪
雨
に
よ
り
毎
年
各
地
で
河
川
が
氾
濫
し
た
り
、
崖
崩
れ
や
地
滑
り
な

ど
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
災
害
か
ら
尊
い
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
に
、
次
の
こ
と
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ー
水
害

・
土
砂
災
害
に
対
す
る
備
え
ー

―No． ーづht)@,-..
亀 ，，と愛ワ での

平田 おいが ソ女すマ日は
2成 友いあパの。マ本じ
歳 8梨り 達まふ ク 子 か人め
1年帆ぇ 募すれ坊よ ら のま
力 5ち 集 °る主り 生 パし
月月ゃ 中人でも まパて

18ん ‘‘ にす 愛 れと゜
日 育 °嬌 た ‘
生 てマが：韓

りこ誓 包門

一
緒
に
遊
ん
で
く
れ
る

お
姉
ち
ゃ
ん
、
お
兄
ち
ゃ
ん
大

好
き
。

早
く
帰

っ
て
こ
な
い
か
な
：
・
・
:
0

で
も
待
ち
く
た
び
れ
て
、
お
昼

寝
し
て
し
ま
う
、
り
ほ
で
す
。

． 
お父さん

博隆さん
お母さん

くるみさん

お父さん
将司さん

お母さん
貞淑さん

た
い
が

山
内
大
河
ち
ゃ
ん

平
成

8
年
4
月

19
日
生

2
歳
2
カ
月



隠）。＠。領） 教養を高め 文化のかおるまちをつくります （町民憲章） 飼 (6)

「---------------------------------------7

！ 燃えるるこ‘‘み（古紙）の分別収集 ！ 
| 古紙を焼却することは環境保全上好ましいことではないし、資源の無 | 

| 駄づかいになります。

| この古紙を全てリサイク）レできるよう、又、こみの減置化を推進し、 ！ 
！ 少しでも地球の温暖化防止に貢献できるよう、皆んなで努力しましょう。 ！ 
！ 『罪輝潤印
I ①新聞 ・折り込みチラシ ③ 段ボール ／ 1 

I ~~文［ロニ｛：言二三誓 出↑し』二［。もてしはって., I 
！ ②雑 誌 ④ 牛乳バック （内側がアルミ以外のもの）| 

I ~巳二ま門ご □璽l □；〗口冒t三： 髯シ 1
| ※雨でも収集しますので、絶対にナイロンや箱にいれないでください。 | 

[ ［：：口□□／|〗/：口:□:：口に]/| ［ 

! ~古紙収集日程表 ! 

！ 古紙集荷場所へ朝 7時までに出してください。 ！ 
L~~~~~~---------------~-----------」
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

'''三三乙っ
みんなで防ごうt砂災害

土砂災害防止月間

6月1~30日
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楽
し
か
っ

社゚
協
だ
よ
り

た
福
岡

の
旅

肱
川
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は

五
月
十
八
日
か
ら
十
九
日
と
一
泊
二

日
の
合
同
研
修
旅
行
に
総
勢
六
十
九

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
は
福
岡

県
方
面
を
計
画
し
た
と
こ
ろ
多
く
の

参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。
出
発
当
日

の
天
気
は
晴
れ
で
、
気
分
的
に
も
最

高
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
昼
食
は

別
府
港
を
降
り
、

ニ
・

三
分
走
っ
た

所
に
あ
る
別
府
ド
ラ
イ
ブ
イ
ソ
。
会

話
が
弾
み
、
な
か
な
か
箸
が
口
に
い

か
な
い
人
も
あ
れ
ば
、
別
地
の
料
理

を
よ
く
噛
ん
で
味
わ
っ
て
食
べ
て
い

る
人
も
あ
っ
た
。

午
後
二
時
に
は
日
田
市
に
入
り
、

最
初
の
研
修
地
、
日
田
ニ
ッ
カ
ウ
ィ

ス
キ
ー
工
場
に
到
着
し
た
。
こ
こ
で

は
、
ウ
ィ
ス
キ
ー
が
出
来
る
ま
で
の

工
程
機
械
を
説
明
を
聞
ぎ
な
が
ら
見

学
し
、
次
に
お
楽
し
み
の
試
飲
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
ブ
ラ
ソ
デ
ー
、
ア
ッ
プ

ル
ワ
イ
ソ
等
、
飲
み
放
題
と
説
明
に

あ
り
、
「
こ
れ
が
生
ぎ
が
い
」
と
言

わ
ん
ば
か
り
に
何
回
も
お
か
わ
り
を

し
顔
が
赤
く
な
る
人
も
多
数
お
ら
れ

ま
し
た
。

宿
泊
は
福
岡
県
の
温
泉
地
の
一
っ

で
あ
る
原
鶴
温
泉
「
泰
泉
閣
」
に
泊

ま
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
は
露
天
風
呂

や
ジ
ャ
ソ
グ
ル
風
呂
等
が
あ
り
、
さ
っ

そ
く
皆
さ
ん
温
泉
に
入
浴
し
旅
の
疲

れ
を
い
や
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

六
時
よ
り
お
楽
し
み
の
夕
食
で
あ

る
。
歌
あ
り
踊
り
あ
り
の
夕
食
会
は

最
大
に
盛
り
上
が
り
あ
っ
と
い
う
間

の
懇
親
会
で
し
た
。

翌
日
は
早
朝
よ
り
太
宰
府
天
満
宮

の
参
拝
で
あ
る
。
記
念
撮
影
を
し
た

膨II町社会福祉協議会
B (0893) 34-2340 

後
、
身
を
清
め
て
本
殿
前
で
の
参
拝

で
は
、
今
回
の
旅
の
安
全
と
健
康
で

い
ら
れ
る
幸
を
祈
ら
れ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
続
い
て
吉
野
ヶ
里

遺
跡
を
見
学
し
た
後
、
お
菓
子
処

「
伍
代
」
で
昼
食
、
買
い
物
を
し
、

一
行
は
肱
川
へ
の
帰
路
と
な
っ
た
。

無
事
に
午
後
七
時
に
帰
町
し
、
楽

し
い
旅
も
終
わ
り
ま
し
た
。

ほ
ん
と
う
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

即1町老 社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご
芳
志

当
協
議
会
に
、
次
の
方
か
ら

ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

福
祉
関
係
事
業
に
活
用
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

小

藪

三

井

一
正
様

松

山

市

浜

田

令

輔

様

道

野

尾

東

照

雄

様

汗

生

富

永

ナ

ホ

ヱ

様

社会福祉法人

＊任期

肱川町社会福祉協議会評議員名簿

所属機関役職名 氏名 所属機関役職名 氏名

議会総務委員長 林フ 繁夫 中学校PTA副会長 永田喜洋

部落長地区代表 久保正幸 正山小PTA会長 松本善一

" 石田 保 岩谷小PTA会長 城戸 由幸

” 北川静雄 中野小PTA会長 林フ 吉満

” 中岡 博 大谷小PTA会長 前田 明弘

” 谷田善和 予子林小PTA会長 山下新一

肱川農協組合長 鉾岩 勉 民生委員副総務 角田和三

肱川町森林組合長 河野美治 遺族会長 有友 勇

川上商工会長 久保田仁之 身障者更生会会長 安川武志

肱川中学校校長 鶴田俊英 保護司代表 中塚 中ヽL^ 

正山小校長 中野 歌子 町助役 フ林 繁

中野小校長 佐伯惇之

大谷小校長 清水嘉之 社協事務局

予子林小校長 山本 功 事務局長 松尾国和

岩谷小校長 横田 治 専門員 藤原優勝

肱川分校教頭 斎藤泰武

平成 9年 5月26日～平成11年 5月25日まで

ニ理事会翠囀翠評議員会の開催□□
平
成
九
年
度
の
事
業
報
告
・

決
算
報
告
を
審
議
す
る
理
事

会
・
評
議
員
会
が
五
月

二
十

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会

長
よ
り
提
出
さ
れ
た
議
案
は

す
べ
て
承
認
さ
れ
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

理
事
の
方
々
も
役
職
の
交

代
に
よ
り
二
人
が
新
理
事
と

し
て
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
評

議
員
は
別
表
の
方
々
で
す
が
、

二
年
間
い
ろ
い
ろ
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

新
理
事

池
田

宮
尾

義
喜

充
志

平成9年度

一般会計． 社会福祉協議会決算額

収入 9,506,834円

支出 9,014,996円

●心配ごと相談会計

収入 211.207円
•小口貸付金会計
収入 1.036.576円
•まごころ金庫会計
収入 13.744.021円

支出 186.795円

支出 300.000円

支出 926.207円
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林野庁長官賞を受賞した上田逸さん（中央）

土
居

〈
特
選
物
の
部
〉

林

野

庁

長

官

賞

上

田

知

事

賞

三

等

賞

土

居

知

事

賞

奨

励

賞

西

本

県
森
連
会
長
賞
努
力
賞

”

”

 

哲
雄
氏

〈
箱
物
の
部
〉

知

事

賞

二

等

賞

土

居

哲

雄

氏

知

事

賞

三

等

賞

西

本

繁

次

郎

氏

県
森
連
会
長
賞
努
力
賞西

本

〈
協
賛
団
体
賞
〉

F
M
愛
媛
社
長
賞

〈
特
別
賞
〉

（
財
）
日
本
ぎ
の
こ
セ
ソ
タ

ー
理
事
長

賞

上

田

逸

氏

資
久
氏

逸
氏

哲
雄
氏

資
久
氏

森
繁
夫
氏

山
口
清
氏

肱川町椎茸生産販売協議会役員

去
る
五
月
三
十

一
日、

愛
媛
県
森
林
組
合
中
野

事
務
所
（
松
山
市
）
に
於

い
て
、
愛
媛
県
及
び
愛

媛
県
森
林
組
合
連
合
会

主
催
の
フ
ォ
レ
ス
ト
フ
ェ

ス
タ

，
98
（
森
の
祭
典
）

イ
ベ
ソ
ト
が
あ
り
、
そ

の
中
で
木
材
及
び
椎
茸

の
共
進
会
が
行
わ
れ
た
。

越
智
伊
平
会
長
に
よ

る
フ
ォ
レ
ス
ト
フ
ェ
ス

タ
，

98
の
開
会
式
の
後
、
木
材
品
評

会
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。
木
材
の

出
品
数
は
全
体
で
一
五

0
点
で
、
肱

川
町
か
ら
神
井
恵
一
郎
氏
が
素
材
の

部
で
愛
媛
県
林
材
業
振
典
会
議
会
長

賞
を
受
賞
さ
れ
、
表
彰
を
受
け
た
。

会
場
が
、
同
敷
地
内
の
椎
茸
セ
ソ

タ
ー
に
移
り
、
し
い
た
け
生
産
者
大

会
が
行
わ
れ
、
森
林
組
合
系
統
が
生

産
林
家
と

一
体
と
な
り
生
産
振
興
に

取
り
組
み
、
愛
媛
産
し
い
た
け
の
再

構
築
を
図
り
名
声
を
高
め
る
た
め
、

（平成10~11年度）

農

林

だ

よ

り

編集•発行
J A 肱川

肱川町森林組合

次のスローガソを提案、満場一

致で可決された。

一、継続的な生産供給体制の拡

充

一、乾しいたけ消費宣伝活動の

充実

一、強力な一元集荷多元販売の

推進

一、しいたけ生産に対する助成

の拡充強化

続いて、第四0回愛媛県しい
たけ共進会が行われた。しいた

けの出品数は、特選物の部三八

三点、箱物の部六0一点、ほだ
木育成の部三0点の合計一、0

一四点であり、肱川町から八点

（五名）が入賞し表彰された。入

賞者は次の通りです。

地 区 協議会役員 部落 備 考 女性部役員 部 落 備 考

堵本 寸r-上 森 山 石田厚子 協 生

宇和 川 久保長利 道野尾 山本節子 忌＇ 城 副部長

大野 公甫 中居谷 二宮恵美子 中居谷

大
森 繁夫 白 石 会長 沖野輝子 広 常＾ ノロ~ ．ヽ

兵 頭達行 森 向井喜代香 大屋敷

山内 吉晴 大 和 菅野ナカエ 肱 栄 部 長

中 央 山本 保 大 和 片山美恵子 大 和

沖野和義 I」¥ 藪 副会長 冨永喜代子 見の越

岩
冨永和夫 上敷水 城戸照子 下嵯峨谷＾ ‘D ‘‘ 

和気秀久 下敷水 久保愛子 菟野尾

予子林
松田 福恵 郷 村田尊代 郷

宮岡 照男 中 津 二宮キヨコ 中 津

表
彰
式
に
続
い
て
「
し
い
た
け
に

再
び
夢
を
（
現
状
と
将
来
）
と
い
う
演

題
で
、
日
本
椎
茸
農
業
協
同
組
合
連

合
会
、
小
川
武
廣
先
生
の
記
念
講
演

で
締
め
を
く
く
っ
た
。

会
場
敷
地
内
で
は
、
所
狭
し
と
各

林
業
機
器
メ

ー
カ
ー
と
各
団
体
の
テ

ソ
ト
が
並
び
、
生
産
者
と
消
費
者
合

わ
せ
て
八
千
人
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

今
回
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
日
頃
の

生
産
意
欲
の
た
ま
も
の
で
あ
り
、
心

監 事

永田

寺中

片山

喜洋

勇

一郎

中居谷

白石

大和

か
ら
敬
意
を
表
す
と
共
に
今
後
益
々

良
品
生
産
に
取
り
組
ま
れ
ま
す
様
お

．願
い
し
ま
す
。

五
月
十
三
日
、
肱
川
町
椎
茸
生
産

販
売
協
議
会
総
会
に
於
い
て
役
員
改

選
を
行
い
新
役
員
を
決
議
、
五
月
二

十
八
日
の
新
役
員
会
で
会
長
・
副
会

長
・
女
性
部
長
・
同
副
部
長
が
決
定

し
た
。
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売れる米は、ー等米で、良食味米。
栽培のポイントは、地域の気象・土壌条件に適した健康な稲づくり。

健康な稲づくりは II 基肥は、 きめ細かな

土づくり 少なめに 11水管理
から 収量よりも

品質・食味優先で。
登熟を II が悪いと根腐れしやすい。けい酸には、 基肥が多いと、分げつが多くなり、 水管理 、

高める効果があります。 過繁茂気味になる。

●けい酸は、生育の前期から後期

まで多量に吸収され、冷害や干

害・病害虫・倒伏などに強い丈

夫な稲をつくります。

●有機物や、けい酸資材（エンリッ

チ40)を施肥しましょう。

●下葉まで光線があたるよう、基●目標の分げつがとれたら、早め

肥は腹八分目で少なめに。 に中干しをする。

●穂肥をやれる、健全な稲づくり。 ●出穂後から、収穫 1週間前まで

は土壌を乾燥させない。

カメムシに注意！閃汀覧翡嘉賃。

カメムシの防除で斑点米・被害米を無くする。

●ほ場周辺の雑草は、出穂前までに除草する。 ●防除薬剤は、出穂期から糊期までに散布する。

JAグループ

愛媛県米麦振興協会・松山食糧事務所・農協／県農えひめ

＊詳しくは、地域農業改良普及センター•お近くの J Aにおたずねください。
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,---------------------_-------..... ----------:._--・----------------ヘ＇ ! - - ｀ 

l ／ー一言囀ー ＿椎茸―市全．1 ： 
--{'==== 0--白 ！

！ 

! -、
ン 9--- _----=- ！ 

! ！ 
！ 優良材生産は直材づくりから／ 椎茸生産はクヌギ林造成から．/ ! 
！ ！ 

｝ 平成10年 5月27日市 ！乾椎茸市況（松山椎茸市場） I ! 
！ 県森連市況

! 
！ 大洲木市 （単位m'当り：円） 贔戸悶認年ー5ス月誓，700kg i 

スギ ヒノキマッ
平均単価 5,112円

！ さ末口径
！ 直曲がり直曲がり 直

その 他 銘柄別単価

! 7 cm下本 350本 280本 455本 321 銘柄 価 格相場銘柄 価 格相場 l
i I I a cm上本 400本 350本 528本 512 こうこ 9,300 ~20,000 強特用大 4,000~ 5,000 保 t 
, l4mll3cm上 16,500I 10,361 I 32,690 I 24,200118cm上26,000 大 厚 6,800~10,060 強 特用 中 4,400~ 5,500 保 t

！ 
: I 118 cm上16,610I 11, 190 I 31,000 I 25,000 ~4cm上

2 4 cm 上 16,310lll,19Q_l3~上 中 厚 7,400~ 9,000 強特用中小 4,200~ 5,300 保 ’ 
! 7 cm下本 187本 168本 214本 168 中小厚 6,000~8,000 強特用小 4,000~ 5,000 強 ！ 

l I I 8 cm上本 本 231本本 350
， 

小 厚 4,000~ 5,300 強大 パレ 2,500~ 3,000 弱 ' 
! l-:imlllcm上12,000 1 5,730'  

！ 
3m 13 cm上17,000I 10, 160 I 30, 710 I 24,390118cm上20,000 大 ウ ス 6,000~15,000 強中パレ 2,700~ 3,800 保 i 

18 cm上 18,61012,310 35,000 27,890 4cm上 中ウス 4,700~ 7,200 強中小バレ 2,600~ 3,300 保，
！ 24 cm上 15,30010 000 26 800 20 330 叫 中小ウス 4,600~ 6,000 強小 パレ 1,500~ 2,400 保 t
! 7 cm下本一本 一本一本一
I h rnl8 cm上本一本 一本一本一

小ウス 3,400~ 4,500 強変 形 3,200~ 5,200 保！

! 
2m 

16 cm上 -li3cmJ: ジャミ 2, 000 ~ 3,600 保色悪ウス 2,500 ~ 4,200 保 t 
! 30 cm上 CID上
i Ir _113 cm上25,210120,190 I 55,910 I 36,600 

どんこ大 8,400 ~15,000 強色悪パレ 1,000 ~ 1,800 弱 ！ 

! 6 m 18cm上 20000 16 690 53 900 43 000 どんこ中 5,400 ~ 8,800 強 Ij粒ドソコ ～ ！ 
！ 

！ 特選 176,200 どんこ小 4,000 ~ 5,200 強スライス 1,600 ~ 4,610 強
！ ｝ 足 場 1m当たり円～円 概況 本年度の椎茸共進会市売は、香信小葉～特用系が主体で全体に強い。

全般的には、前回市とあまり変わ らず横這いで推移しているが、桧材は 3mを バレ葉系は売行き不振と東北の生産増でやや弱保合。 ＇ i 備考中心に若干の値上がりがあり売行良好。 進物系（こうこ、どんこ大、香信大～中葉）は品薄のため強い上、御祝 ！ 
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来
月
七
月
の
末
か
ら
、
久
万
の
篤
林
家
で
い
ら
っ
し
ゃ

る
梶
川
嘉
徳
氏
の
と
こ
ろ
へ
、
県
が
実
施
す
る

一
か
月
研

修
を
受
け
に
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

梶
川
氏
に
「
こ
ん
な
こ
と
を
聞
い
て
み
た
い
。
」
と
い

う
こ
と
が
あ
る
方
は
森
林
組
合
内
の
松
岡
ま
で
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

お

知

ら

せ

ほ
だ
場
管
理
に
つ
い
て
皆
さ
ん
は
ど
う
お
考
え
で
し
ょ

:

0

 

ぅ
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菌
し
、
そ
し
て
ほ
だ
場
に
ほ
だ
木
を
伏
せ
れ
ば
そ
れ

で
お
し
ま
い
、
で
は
せ
っ
か
く
の
ほ
だ
木
を
無
駄
に
し
て

し
ま
い
ま
す
。

私
が
長
浜
町
の
担
当
を
し
て
い
る
と
き
に
知
っ
た
方
に
、

平
成
七
年
の
乾
し
シ
イ
タ
ケ
価
格
の
不
振
に
続
く
平
成
八

年
の
春
子
の
不
作
と
い
う
最
悪
の
状
況
を
バ
ネ
に
し
て
、

「
な
に
か
や
れ
る
こ
と
が
あ
る
は
ず
」
と
考
え
た
末
、
徹

底
し
た
発
生
操
作
を
は
じ
め
た
生
産
者
が
お
ら
れ
ま
す
。

ま
ず
は
じ
め
に
、
林
円
（
ほ
だ
場
）
整
備
を
し
、
九
月
頃

か
ら
発
生
操
作
と
し
て
、
天
地
返
し
、
ほ
だ
倒
し
や
ナ
タ

且
人
れ
を
行
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
れ
ら
は
三
ー
五
年
生
の

古
ほ
だ
木
に
施
す
の
で
す
が
、
放
っ
て
お
い
た
ら
幾
分
も

生
え
な
い
ほ
だ
木
で
も
、
こ
う
す
る
こ
と
で
、
ほ
だ
木
一

本
当
た
り
の
生
涯
の
発
生
量
は
か
な
り
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

な
ん
と
、
こ
の
努
力
に
よ
っ
て
、
平
成
九
年
の
春
子
の

単
収
は
前
年
比
で
約
三

0
％
増
加
し
、
平
均
単
価
も
ア
ッ

プ
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

平
成
七
、
八
年
の
シ
イ
タ
ケ
産
業
の
不
振
で
や
る
気
を

な
く
し
た
方
も
、
も
っ
と
徹
底
し
た
、
ソ
イ
タ
ケ
生
産
に
取

り
組
み
た
い
方
も
、
こ
れ
を
参
考
に
し
て
、
今

一
度
、
ほ

だ
場
管
理
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

シ
イ
タ
ケ
ほ
だ
場
管
理
に
つ
い
て

7
月
1
日
（
水
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

7
月
2
日
（
木
）
岩
谷
方
面

7
月
6
日
（
月
）
中
津
方
面

7
月
1
5
日
（
水
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

7
月
1
6
日
（
木
）
岩
谷
方
面

7
月
2
1
日
（
火
）
中
津
方
面

L
P
G
配
達
予
定
表

7
月
1
日
（
水
）
大
屋
敷
・
大
平

7
月
3
日
（
金
）
上
石
丸
・
師
走
野

下
小
藪
・
中
野

7

月
6
日
（
月
）
藤
野
原
•
町

7
月
8
日
（
水
）
八
重
栗
・
上
森
山

大
成
・
正
山

7
月
1
0
日
（
金
）
久
保

7
月
1
3
日
（
月
）
嵯
峨
谷
・
見
の
越

月
野
尾
・
京
造

7
月
1
5
日
（
水
）
犬
返
り
・
篠
谷
・
下
石

丸
・
滝
山
・
萩
野
尾

7
月
1
6
日
（
木
）
中
津
・
小
倉

7
月
1
7
日
（
金
）
広
常
・
影
地

7
月
2
1
日
（
火
）
森
・
肱
栄
・
硯
・
久
下

樋
野
ロ
・
汗
生

7
月
23
日
（
木
）
鹿
野
川

7
月
2
5
日
（
土
）
白
石
・
上
小
藪

中
小
藪

7
月
27
日
（
月
）
全
敷
水
・
菟
野
尾

7
月
2
9
日
（
水
）
大
駄
場
・
柳
・
郷

瓜
生
谷

7
月
3
1
日
（
金
）
敷
水
・
菟
野
尾
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9
野

菜

―

野
菜
の
梅
雨
期
の
管
理

一
施
設
野
菜

収
穫
盛
期
に
な
り
株
へ
の
負
担
が

大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

日

照
不
足
に
よ
り
同
化
作
用
が
阻
害
さ

れ
、
栄
養
状
態
や
生
育
が
悪
く
な
り

ま
す
。
こ
の
結
果
、
奇
形
果
や
流
れ

果
の
発
生
が
多
く
な
り
ま
す
。

こ
の
時
期
の
管
理
は
次
の
こ
と
を

心
が
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

①
適
度
な
摘
葉
を
行
い
、
受
光
条
件

を
良
く
す
る
。
葉
は
、
展
開
後
五
〇

日
で
同
化
能
力
が
低
下
す
る
の
で
、

古
葉
や
病
害
虫
被
害
葉
を
摘
葉
し
ま

す。②
草
勢
回
復
の
た
め
、
窒
素
成
分
で

1
0
a
当
た
り
一
・
五
屈
程
度
追
肥

す
る
と
と
も
に
、
薬
剤
散
布
時
に
液

肥
の

一、

0
0
0倍
を
混
用
す
る
。

③
水
分
の
吸
収
及
び
蒸
散
は
少
な
い

た
め
、
適
度
の
灌
水
は
し
な
い
。

④
日
照
不
足
、

加
湿
の
状
態
が
続
く

と
、
べ
と
病
、
た
ん
そ
病
、
疫
病
、

う
ど
ん
粉
病
が
発
生
し
や
す
い
た
め

通
風
、
排
水
を
良
く
す
る
よ
う
に
す

る
と
と
も
に
、
薬
剤
防
除
を
行
う
。

二

路

地

野

菜

夏
秋
野
菜
は
生
育
初
期
で
あ
り
、

今
の
管
理
が
今
後
の
生
育
、
収
量
に

大
き
く
影
響
し
ま
す
。

梅
雨
時
の
管
理
は
次
の
点
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

①
日
照
不
足
、
加
湿
に
よ
り
軟
弱
徒

長
の
生
育
に
な
る
の
で
過
度
の
灌
水

は
行
わ
な
い
。

②
排
水
溝
の
点
検
を
行
う
と
と
も
に

排
水
口
を
設
置
し
、
停
滞
水
が
な
い

よ
う
に
す
る
。

③
排
水
を
徹
底
し
て
も
、
降
水
量
が

多
い
場
合
は
、
雨
水
は
土
壌
中
に
浸

透
し
て
根
の
活
力
が
低
下
し
、
生
育

が
悪
く
な
り
や
す
い
。
着
果
期
以
降

は
適
度
な
追
肥
と
摘
果
に
よ
り
生
育

促
進
を
図
る
よ
う
に
す
る
。

早
期
水
稲
の
管
理

一

溝

切

り

中
干
し
や
間
断
灌
水
等
の
水
管
理

を
容
易
に
し
、
透
水
性
の
改
善
に
よ

り
根
の
活
力
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

に
、
中
干
し
前
に
二

m
間
隔
を
目
安

に
溝
切
り
を
行
い
ま
す
。

二

虫

干

し

コ
シ
ヒ
カ
リ
、
あ
き
た
こ
ま
ち
等

の
早
生
水
稲
で
は
、
目
標
の
約
八
〇

％
の
茎
数
が
確
保
で
き
た
ら
落
水
し

て
中
干
し
を
行
い
ま
す
。
中
干
し
の

程
度
は
水
稲
の
生
育
状
況
や
土
壌
条

件
に
よ

っ
て
加
減
し
ま
す
が
、
こ
の

時
期
は
梅
雨
に
は
い
り
雨
が
多
い
の

で
や
や
強
め
の
中
干
し
と
し
、
十
五

か
ら
二
十
日
程
度
行
い
ま
す
。
た
だ

し
、
梅
雨
の
合
間
の
晴
天
は
日
差
し

が
強
い
の
で
、
乾
き
過
ぎ
に
注
意
し
、

表
面
が
白
く
乾
く
前
に
走
り
水
を
行
っ

て
下
さ
い
。

中
干
し
は
根
に
酸
素
を
供
給
し
根

を
健
全
に
す
る
と
と
も
に
、
過
剰
分

げ
つ
の
抑
制
、
倒
伏
軽
減
に
効
果
が

あ
り
ま
す
。

三
中
干
し
後
の
水
管
理

中
干
し
直
後
は
走
り
水
程
度
に
し

水
が
溜
ま
り
っ
ば
な
し
に
な
ら
な
い

よ
う
に
し
ま
す
。
強
め
の
中
干
し
後

に
湛
水
状
態
に
す
る
と
根
腐
れ
を
お

こ
す
心
配
が
あ
る
の
で
、
間
断
灌
水

を
行
っ
て
下
さ
い
。

四

M
C
P
ソ
ー
ダ
塩
の
散
布

過
剰
分
げ
つ
を
防
ぐ
た
め
、
中
干

し
に
入
っ
た
ら

M
C
P
ソ
ー
ダ
塩
を

-
0
a
当
た
り
一

00,-._,
―二

0
g

を
雑
草
防
除
と
倒
伏
軽
減
を
兼
ね
て

幼
穂
形
成
期
ま
で
に
散
布
す
る
。
同

じ
目
的
で
使
用
す
る

2
.
4
I
D
剤

は
梅
雨
の
低
温
期
で
は
出
穂
不
良
の

薬
害
が
で
る
の
で
早
期
水
稲
に
は
使

用
し
な
い
で
下
さ
い
。

五
病
害
虫
防
除

コ
シ
ヒ
カ
リ
、
あ
き
た
こ
ま
ち
は

い
も
ち
病
に
特
に
弱
い
品
種
で
あ
り
、

六
月
中
旬

t
七
月
上
旬
に
葉
い
も
ち

の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
の
で
、
キ
タ

ジ
ソ

p
粒
剤
を
一

0
a
当
た
り
三
柊

散
布
し
ま
す
。
葉
い
も
ち
を
発
見
し

た
ら
治
療
効
果
の
高
い
ブ
ラ

シ
ソ
粉

剤
等
で
防
除
し
て
下
さ
い
。

六

穂

肥

コ
シ
ヒ
カ
リ
で
は
出
穂
十
八

t
+

四
日
前
に
ひ
め
有
機
ブ
レ
ソ
ド
穂
肥

を
一

0
a
当
た
り
二

0
k
g、
あ
き
た

こ
ま
ち
で
は
出
穂
二
〇
！

一
八

日
前

に一

0
a
当
た
り
三

0
k
g
を
目
安
に

散
布
し
ま
す
。
圃
場
条
件
や
生
育
に

応
じ
て
加
減
し
て
下
さ
い
。

刀
根
柿
の
管
理

一

摘

果

着
果
調
整
は
、
品
質
の
良
い
大
き

な
果
実
を
生
産
し
、
花
芽
の
形
成
を

促
し
て
毎
年
安
定
し
た
収
量
を
得
る

家
畜
の
飼
養
管
理
及
び
環
境
対
策

一
、
梅
雨
期
の
畜
舎
等
の
管
理

①
畜
舎
の
換
気
対
策

舎
内
は
高
温
・
多
湿
に
な
り
が
ち

で
あ
り
、
生
産
性
の
低
下
や
衛
生
面

で
の
悪
化
が
憂
慮
さ
れ
る
た
め
、
梅

雨
の
睛
れ
間
を
見
計
ら
っ
て
窓
な
ど

を
開
放
し
て
通
風
し
、
床
面
や
通
路

等
を
乾
燥
さ
せ
る
。

敷
き
料
に
つ
い
て
も
こ
ま
め
に
交

換
す
る
。

②

大

雨
対
策

た
め
に
行
い
ま
す
。

摘
果
の
時
期
は
、
生
理
的
落
果
が

終
了
し
て
か
ら
が
無
難
で
、
七
月
上

中
旬
か
ら
行
い
ま
す
。
落
と
す
果
実

は
、
病
害
虫
被
害
果
、
奇
形
果
、
傷

果
、
変
形
果
、
日
焼
け
に
な
り
や
す

い
上
向
き
果
な
ど
で
、
果
実

一
個
当

た
り
二

0
枚
程
度
の
葉
数
を
目
安
に

結
実
さ
せ
ま
す
。

ニ
病
害
虫
防
除

こ
の
時
期
の
防
除
は
、
ヘ
タ
ム
シ
、

炭
そ
病
に
重
点
を
置
き
ま
す
。

ヘ
タ
ム
シ
防
除
は
、
第
一
世
代
幼

虫
に
対
し
て
六
月
上
中
旬
に
第
一
回

目
を
行
い
、
二
週
間
後
に
第
二
回
目

を
行
い
ま
す
。
第
二
世
代
幼
虫
に
対

し
て
は
、
七
月
下
旬
と
八
月
中
旬
に

二
回
行
い
ま
す
。
薬
剤
は
、

M
r
.

ジ
ョ

ー
カ
ー
水
和
剤
（

二、

0
0
0倍）、

ス
ミ
チ
オ
ソ
水
和
剤
（
一
、

0
0
0倍）

等
が
あ
り
ま
す
。

炭
そ
病
防
除
は
、
七
月
上
旬
、
八

月
中
下
旬
に
行
い
ま
す
。
薬
剤
は
、

ベ
ソ
レ
ー
ト
氷
和
剤
（
二
、

0
0
0倍）、

ト
ッ
プ
ジ
ソ

M
水
和
剤
（

一
、五

0
0

倍
）
等
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
時
期
は
大
雨
が
懸
念
さ
れ
る

た
め
、
畜
舎
や
堆
肥
舎
等
の
雨
瀕
り

等
の
修
理
は
も
ち
ろ
ん
、
敷
地
内
の

集
排
水
設
備
や
周
辺
の
水
路
な
ど
も

も
う
一
度
点
検
•
清
掃
を
願
い
ま
す
。

特
に
大
雨
に
よ
り
糞
尿
や
堆
肥
が

河
川
に
流
れ
で
な
い
よ
う
、
万
全
に

方
策
を
講
じ
る
。

二
、
家
畜
の
防
暑
対
策

梅
雨
が
明
け
る
と
、
環
境
温
度
は

高
温
（
暑
熱
）
と
な
る
た
め
、
家
畜
の

増
体
や
生
産
性
の
悪
影
響
を
与
え
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
飼
養
形

態
や
飼
養
規
模
を
十
分
考
慮
し
、
次

の
よ
う
な
防
暑
技
術
を
組
み
合
わ
せ

て
対
策
を
講
じ
る
。

①

飼

養

管

理

し
好
性
、
養
分
含
量
の
高
い
飼
料

と
新
鮮
で
冷
た
い
水
を
給
与
す
る
。

畜
体
等
へ
の
送
風
・
散
水
・
散
霧

な
ど
に
よ
り
家
畜
の
体
温
を
下
げ
る

と
と
も
に
夜
間
平
常
の
体
温
に
戻
す
。

②

畜

舎

環

境

の
改
菩

畜
舎
の
窓
口
開
放
や
大
型
扇
風
機

ま
た
は
ダ
ク
ト
送
風
に
よ
り
、
換
気

を
行
う
。
寒
冷
紗
や
大
型
扇
風
機
ま

た
は
ダ
ク
ト
送
風
に
よ
り
、
換
気
を

行
う
。
寒
冷
紗
や
ヨ
シ
ズ
等
で
西
日

を
防
止
す
る
。

屋
根
へ
の
散
水
、
消
石
灰
の
塗
布
、

断
熱
材
の
設
置
に
よ
り
、
畜
舎
内
温

度
上
昇
を
防
止
す
る
。

ま
た
衛
生
害
虫
発
生
防
止
の
た
め
、

糞
尿
処
理
を
徹
底
し
、
ハ
エ
・
カ
等

の
発
生
防
止
に
努
め
る
。
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五
月
十
五
日
、
川
上
商
工
会
に
お
い

て
八
幡
浜
地
方
局
商
工
労
政
課
大
森
課

長
は
じ
め
多
数
の
来
賓
を
迎
え
、
第
三

十
六
回
川
上
商
工
会
通
常
総
会
が
開
催

さ
れ
た
。

総
会
は
、
金
元
事
務
局
長
が
開
会
を

宣
し
た
後
、
愛
媛
県
商

工
会
連
合
会
長
か
ら
役

員
功
労
表
彰
を
受
賞
さ

れ
た
本
門

一
三
副
会
長

に
表
彰
状
の
伝
達

が
行
わ
れ
た
。

続
い
て
久
保
田

会
長
が
挨
拶
に
た

ち
「
国
内
の
経
済

情
勢
は
、
昨
年
か

ら
の
金
融
機
関
の

経
営
破
綻
、
ま
た

企
業
倒
産
も
相
次

ぎ
厳
し
い
状
況
の

中
で
政
府
は
、
総

合
経
済
対
策
等
で

一
部
不
況
打
開
策

は
講
じ
て
い
る
も

の
の
以
前
と
し
て

先
行
ぎ
不
透
明
で

あ
る
。

舅36員lll上商工会通常総会

総会で挨拶を述べる久保田会長

鯛麟 (12) 

監

事

部

長
副
部
長

常
任
委
員

当
地
域
に
お
い
て
も
過
疎
化
、
高
齢

化
の
傾
向
が
一
段
と
進
み
、
個
人
消
費

の
低
迷
等
以
前
と
し
て
厳
し
い
経
営
環

境
に
あ
る
。

長
引
く
不
況
を
乗
り
切
る
た
め
に
も

組
織
を
強
化
し
、
会
員
一
丸
と
な
っ
て

地
域
活
性
化
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
述
べ
た
。

会
長
の
挨
拶
の
後
、
来
賓
の
方
か
ら

祝
辞
を
い
た
だ
き
、
そ
の
後
浜
田
洋

一

氏
を
議
長
に
選
出
し
、
平
成
九
年
度
事

業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
承
認
の
件
、

平
成
十
年
度
事
業
計
画
（
案
）
並
び
に
収

支
予
算
（
案
）
決
定
の
件
等
を
審
議
し
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
承
認
、
決
定
し

こ。t
 同

時
に
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
改

選
を
行
い
、
会
長
に
久
保
田
仁
之
氏
が

八
期
選
任
さ
れ
、
盛
会
の
う
ち
に
総
会

を
終
え
た
。

（
新
役
員
紹
介
は
次
ペ
ー
ジ
）

三
瀬
良
治

=
―井
久
美
子

大
野
伊
都
子

大
野
君
子
川
上
千
代
子

山
口
早
苗
岩
田
美
保
子

大
野
万
紀
子

冨
永
智
恵
子

古
野
光
子

監

事

部

長
副
部
長

常
任
委
員

山

内

光

郎

山

下

雅

英

三

井

稔

中
津
博
文

福
田
永
一
郎

沖
永
賀
寿
男

組
織
を
強
化
し
積
極
的
地
域
活
性
化
を

三； ― _ .-マ＝＝＝—：
-`•一•---• 
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亀
田
博
隆

浜
田
律
朗

監

事

支
部
長

副
支
部
長

理

事

三

井

修

梅

木

正

宮
本
龍
二
郎

富
永
美
千
也

園
南
寺
ひ
ろ
し

和

気

邦

嗣

水

池

重

徳

監

事

理副部
部

事長長

和

気

広

子

谷
本
ひ
ろ
子

金

野

幸

山

田

政

子

梅
木
美
由
紀

佐
藤
美
江
子

監

事

理副会
会

事長長

監

事

理副会
会

事長長

土
井
豊
城

和

気

俊

次

冨

永

盛

一

岩

田

清

茂

沖

永

賀

寿

男

笹

木

熊

子

三

瀬

次

男

村
田
勝
好

曽
根
正
志

上

甲

芳

幸

北

川

照

正

岩

田

清

茂

宮

本

龍

二

郎

和

気

俊

次

川

上

富

士

雄

岩

田

良

一

梅

木

正

福

田

保

土

井

豊

城

今
年
度
の
川
上
商
工
会
通
常
総
会
で
、

連
続
八
期
目
の
会
長
に
選
ば
れ
た
久
保

田
仁
之
会
長
は
、
五
月
二
十
六
日
の
県

連
総
会
に
お
い
て
、
満
場
一
致
で
、
第

八
代
の
愛
媛
県
商
工
会
連
合
会
会
長
に

選
任
さ
れ
、
六
月
一
日
か
ら
正
式
に
二

年
間
の
任
期
に
就
き
ま
し
た
。

百
十
に
余
る
充
て
職
か
ら
、
す
で
に

韓
国
へ
航
空
交
渉
に
、
東
京
へ
は
全
国

連
の
総
会
に
と
、
忙
し
く
飛
び
回
っ
て

い
ま
す
。

六
月
十
一
日
に
は
、
商
工
会
二
階
で

上
岡
副
会
長
の
発
起
に
よ
る
就
任
祝
賀

会
を
開
い
て
、
町
村
関
係
者
、
議
員
、

西
南
プ
ロ
ッ
ク
会
長
、
商
工
会
役
職
員

と
と
も
に
、
激
励
し
ま
し
た
。

久
保
田
会
長
は
、
こ
こ
ま
で
育
て
て

頂
い
た
の
は
川
上
商
工
会
会
員
の
皆
様

の
お
陰
と
お
礼
を
述
べ
、
職
務
を
誠
心

誠
意
遂
行
す
る
決
意
を
力
強
く
訴
え
ま

し
た
。 久

保
田
会
長

県
連
会
長
に
就
任
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五
月
十
五
日
の
川
上
商
工
会
第
三
十

六
回
通
常
総
会
で
、
次
の
方
々
が
選
任

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

圧
倒
的
な
信
頼
で
、
八
期
目
の
会
長

に
選
ば
れ
た
。
次
い
で
県
商
工
会
連
合

会
長
に
推
さ
れ
、
新
聞
発
表
の
翌
日
に

は
東
京
の
全
国
会
長
会
に
出
発
。

新
た
に
東
大
洲
の
ホ
テ
ル
と
ロ
ー
ソ

ン
の
経
営
も
加
わ
っ
て
、
本
人
の
忙
し

さ
は
全
国
区
と
な
っ
た
。

多
忙
な
会
長
に
代
わ
っ
て

地
元

へ
の

対
応
は
こ
の
人
の
活
躍
に
任
さ
れ
そ
う
。

会
社
創
立
か
ら
十
年
余
、
製
品
・
納

期
へ
の
自
信
か
ら
ダ
イ
キ
協
力
工
場
の

中
で
も
一
段
と
発
言
力
が
強
く
な
っ
た
。

副

会

長

上

岡

茂

（

共

栄

ダ
イ
ド
ー
化
成
（
有
）
・
社
長

会

長

久

保

田

仁

之

（

上

鹿

野

川

（
株
）
ひ
じ
建
・
社
長

国
道
沿
い
の
強
み
、
昼
食
時
に
は
町

理

事

岩

田

清

茂

（

下

鹿

野

川

お
食
事
処
い
わ
た

外
の
車
が
多
く
止
ま
り
、
商
売
に
は
地

の
利
が
大
切
な
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

心
の
中
に
は
次
回
を
期
し
た
大
き
な
風

も
吹
い
て
い
る
。

屋
号
で
は
分
か
り
に
く
い
が
、
「
ふ

か
せ
」
と
い
え
ば
通
る
。
炭
火
で
焼
き
、

ハ
サ
ミ
で
切
っ
て
食
べ
る
地
鶏
は
適
当

な
歯
触
り
で
、
ロ
コ
ミ
に
よ
る
人
気
が

次
第
に
広
が
っ
て
い
る
。文

雄
（
用
の
山
）

用
の
山
か
ら
小
田
へ
抜
け
る
道
端
に

ア
メ
ノ
ウ
オ
・
マ
ス
を
飼
う
水
槽
が
並

ぶ
。
深
い
山
で
浄
化
さ
れ
た
水
は
あ
く

ま
で
も
清
く
冷
た
く
、
魚
の
身
は
ま
す

ま
す
締
ま
っ
て
、
食
通
を
喜
ば
せ
る
。

理

事

山

田

正

和

（

共

栄

山
田
工
業

自
宅
田
中
商
店
の
お
父
さ
ん
、
農
産

加
工
組
合
の
責
任
者
、
湿
厚
な
村
議
さ

ん
、
と
三
つ
の
顔
を
誠
実
に
こ
な
し
て
、

実
績
を
積
み
重
ね
て
い
る
。
こ
の
人
な

ら
安
心
と
い
う
雰
囲
気
が
漂
う
。

タ
ク
シ
ー
と
変
化
に
富
ん
だ
お
店
、

奥
さ
ん
の
テ
キ
パ
キ
し
た
指
示
で
車
が

走
り
、
店
が
ま
わ
る
。
夫
婦
の
信
頼
で

年
中
無
休
の
疲
れ
な
ど
吹
き
飛
ば
し
、

今
日
も
タ
ク
シ
ー
無
線
の
応
答
が
弾
む
。

理

事

中

津

い
わ
な
荘

理

事

田

中

五

月

（

百

合

谷

）

田
中
商
店
、
山
王
農
産
加
工
組
合

自
動
車
修
理
と
石
油
店
を
同
時
経
営
。

さ
ら
に
気
鋭
の
村
議
さ
ん
と
し
て
活
躍

中
。
い
つ
も
将
来
に
目
を
向
け
て
夢
の

実
現
を
期
す
。
名
前
は
ハ
ル
ヒ
ロ
と
読

む
。
青
年
の
志
を
持
っ
た
人
。

建
設
業
の
他
に
結
構
篤
農
家
で
も
あ

る
。
去
年
の
秋
の
収
穫
期
に
は
、
猪
と

の
格
闘
が
あ
っ
た
。
こ
の
勢
い
が
建
さ

ん
の
真
骨
頂
だ
。
四
人
の
娘
さ
ん
は
ど

う
さ
れ
て
い
る
か
な
ぁ
゜

理

事

岩

田

良

一

（

下

鹿

野

川

）

鹿
野
川
タ
ク
シ
ー
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
シ
ョ
ッ

プ
岩
田

理

事

兵

頭

茂

政

（

森

ヒ
ョ
ウ
ド
ー
食
品

副

会

長

古

野

青

弘

（

植

松

河
辺
自
動
車
（
有
）
・
社
長

理

事

冨

永

建

夫

（

月

野

尾

冨
永
建
設
（
有
）
・
社
長

忙
し
く
走
り
回
っ
て
し
っ
か
り
得
意

先
を
捉
え
、
田
舎
か
ら
街
へ
攻
め
て
い

く
積
極
経
営
は
立
派
。
鮎
の
シ
ー
ズ
ソ

に
な
る
と
漁
も
、
さ
ら
に
ハ
ソ
テ
ィ
ソ

グ
も
見
逃
さ
な
い
。

後
継
者
と
し
て
の
自
覚
と
実
績
が
輝

く
。
自
己
の
事
業
だ
け
で
な
く
、
河
辺

村
を
背
負
う
人
材
と
し
て
、
着
実
に
歩

ん
で
い
る
。
お
相
撲
さ
ん
に
匹
敵
す
る

体
格
か
ら
そ
れ
が
伺
え
る
。

理

事

大

野

盛

喜

（

植

松

河
辺
建
設
（
株
）
・
常
務

理

事

和

気

京
屋
呉
服
店

俊
次
（
下
鹿
野
川

左
官
さ
ん
は
大
工
さ
ん
よ
り
修
行
が

厳
し
く
、
そ
れ
だ
け
日
当
も
い
い
と
か
。

今
頃
、
家
は
二
十
年
保
て
ば
い
い
と
か

い
う
が
、
土
壁
・
屋
根
に
風
格
あ
る
家

は
立
派
だ
。
こ
こ
に
技
が
生
き
る
。
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若
い
と
き
は
老
け
て
見
え
た
が
、
今

理

事

宮

本

賢

次

（

上

鹿

野

川

（
有
）
宮
本
建
築
・
専
務

屈

理

事

宮

岡

（
株
）
光
信
・
社
長

主
婦
の
店
を
背
負
い
、
町
議
会
を
も

担
お
う
と
い
う
フ
ァ
イ
ト
。
補
欠
選
挙

で
あ
っ
た
だ
け
に
、
次
期
が
正
念
場
。

回
転
の
い
い
頭
が
ポ
ソ
ポ
ソ
と
し
た
自

信
あ
る
言
葉
を
生
み
出
す
。昇

（
上
大
成
）

新
建
材
に
含
ま
れ
る
ホ
ル
マ
リ
ソ
が

問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
和
風
建

具
の
良
さ
が
見
直
さ
れ
る
所
以
だ
。
い

わ
ゆ
る
職
人
技
の
入
っ
た
建
具
は
人
に

温
か
さ
と
安
ら
ぎ
を
与
え
る
。

饂麟 (14)

理

事

二

宮

秀

一

（

下

鹿

野

川

（
有
）
鹿
野
川
主
婦
の
店

理

事

三

井

久

美

子

（

小

藪

（
有
）
小
藪
温
泉
•
お
か
み

は
年
を
取
ら
な
く
な
っ
た
。
仕
事
へ
の

自
信
が
慟
ぎ
盛
り
の
貫
禄
と
な
っ
て
重

み
が
加
わ
る
。
鉄
骨
が
メ
イ
ソ
で
は
あ

る
が
、
建
築
全
般
を
請
け
負
う
。

長
ら
く
役
員
を
務
め
、
一
期
休
ん
だ

後
ま
た
理
事
に
選
ば
れ
た
。
商
工
会
に

対
す
る
貢
献
度
は
高
い
。
会
社
組
織
に

し
て
事
業
拡
大
に
意
欲
を
見
せ
る
。
後

継
者
も
既
に
青
年
部
の
幹
部
役
員
。

今
年
か
ら
青
年
部
長
に
就
任
し
た
。

老
舗
の
後
継
者
、
男
ば
か
り
の
三
児
の

父
親
と
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
責
任
は
重

く
な
る
一
方
だ
が
、
結
構
軽
い
乗
り
で

東
奔
西
走
。
若
さ
を
失
わ
な
い
。

理

事

山

内

光

郎

（

下

鹿

野

川

養
老
酒
造
（
株
）
・
専
務

理

事

山

下

俊

勝

（

予

子

林

山
下
建
築
（
有
）

・
社
長

婦
人
部
長
三
期
目
に
入
っ
た
。
前
回

は
モ
ソ
ペ
ル
ッ
ク
を
褒
め
た
が
、
そ
れ

と
、
ち
ょ
っ
と
ハ
ス
キ
ー
な
声
も
魅
力

的
。
川
の
せ
せ
ら
ぎ
を
聞
き
、
こ
の
声

に
勧
め
ら
れ
な
が
ら
一
杯
。
い
い
な
ぁ
゜

青
年
部
長
を
経
験
し
た
若
大
将
。
割

烹
着
が
よ
く
似
合
う
。
以
前
、
お
父
さ

ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
、
父
親
の
偉

大
さ
を
認
識
し
た
と
い
う
。
そ
の
蕪
陶

を
受
け
て
奮
闘
中
。

正
（
神
納
）

河
辺
川
支
流
の
き
れ
い
な
水
を
引
い

た
水
槽
で
ア
マ
ゴ
が
泳
ぐ
。
有
名
な
屋

根
付
き
橋
を
渡
っ
て
、
梅
雨
明
け
と
同

時
に
多
く
の
人
が
こ
こ
を
訪
れ
る
。
奥

様
は
村
議
さ
ん
。

監

事

梅

木

あ
ま
ご
の
里

監

事千
代
屋

富
永
美
千
也
（
上
鹿
野
川

国
道
一
九
七
号
線
沿
い
に
ひ
と
き
わ

目
立
つ
牛
の
看
板
、
ア
リ
ラ
ソ
鹿
野
川

店
の
店
長
園
南
寺
ひ
ろ
し
さ
ん
。
店
を

ま
か
さ
れ
て
は
や
五
年
が
経
つ
と
い
う
。

開
店
当
時
は
朝
三
時
、
四
時
ま
で
の

営
業
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
お
客
さ
ん
や

知
人
か
ら
は
”
園
ち
ゃ
ん
“
の
愛
称
で

親
し
ま
れ
て
い
る
。

八
幡
浜
市
の
少
し
南
に
位
置
す
る
合

田
（
ご
う
だ
）
と
い
う
漁
師
町
で
生
ま
れ

四
人
兄
弟
の
二
男
と
の
こ
と
。
育
っ
た

環
境
が
そ
う
さ
せ
た
の
か
、
園
ち
ゃ
ん

の
趣
味
は
、
自
他
と
も
に
認
め
る
”
釣

り
キ
チ
“
こ
の
話
に
な
る
と
目
が
ラ
ソ

ラ
ソ
と
輝
き
は
じ
め
る
。
店
内
の
一
角

に
園
ち
ゃ
ん
専
用
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ル
ー

ム
が
あ
る
の
だ
が
、
こ
こ
を
開
け
る
と
、

さ
な
が
ら
小
さ
な
釣
具
店
と
い
っ
た
お

も
む
き
で
、
そ
の
部
屋
の
隅
か
ら
お
も

む
ろ
に
見
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
と
い

え
ば
、
昨
年
四
月
に
岬
で
釣
り
あ
げ
た

90cm
級
の
真
鯛
の
魚
拓
、
眼
鏡
の
奥
の

ほ
ほ
え
み
は
、
も
は
や
病
的
と
も
い
え

る
”
釣
り
“
へ
の
情
熱
を
感
じ
ず
に
は

い
ら
れ
な
い
。

こ
こ
で
園
ち
ゃ
ん
よ
り
釣
り
ク
ラ
ブ

会
員
募
集
の
お
知
ら
せ
ー
・
ク
ラ
ブ
名

‘’‘ 一
ヽ

『
荒
磯
ク
ラ
ブ
』
（
仮
称
）
四
季
に
あ
わ

せ
た
釣
り
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
今
時
で
あ

れ
ば
、
つ
ゆ
グ
レ
•
あ
じ
・
さ
ば
•
い

さ
き
、
夏
に
は
キ
ス
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

に
富
み
、
舟
釣
り
・
磯
釣
り
•
投
げ
釣

り
何
で
も
あ
り
。
会
員
が
集
ま
り
次
第

ク
ラ
ブ
発
足
と
の
こ
と
。
お
問
い
合
わ

せ
・
入
会
希
望
は
電
話
三
四
I

三
三
二

三
（
ア
リ
ラ
ソ
鹿
野
川
店
）
園
南
寺
ま
で
。

ョ
ロ
シ
ク
お
願
い
致
し
ま
す
。

ま
す
ま
す
多
忙
を
き
わ
め
る
こ
と
に

な
り
そ
う
だ
が
、
こ
の
ほ
か
に
も
冨
永

建
夫
氏
を
代
表
に
お
く
『
愛
の
森
菜
園
』

に
も
参
加
さ
れ
て
い
る
ら
し
く
、
昨
年

は
店
で
使
う
野
菜
を
も
ま
か
な
っ
た
ら

し
い
。
「
店
で
オ
ク
ラ
の
評
判
が
よ
か
っ

た
の
で
今
年
も
た
く
さ
ん
植
え
て
い
ま

す
。
」
と
楽
し
そ
う
。

町
内
の
行
事
に
も
積
極
的
に
参
加
さ

れ
、
筏
流
し
・
マ
ラ
ソ
ソ
大
会
・
正
山

風
の
祭
り
ネ
コ
車
等
々
、
特
に
筏
流
し
、

ネ
コ
車
は
優
勝
経
験
が
あ
る
程
で
、
実

力
も
な
か
な
か
の
も
の
。
色
白
で
ス
レ

ソ
ダ
ー
な
体
の
ど
こ
に
あ
れ
だ
け
の
バ

イ
タ
リ
テ
ィ
ー
が
あ
る
の
か
？

一
目
見
た
と
こ
む
ず
か
し
そ
う
と
思

わ
れ
が
ち
だ
が
、
実
は
気
さ
く
な
い
い

男
、
現
在
三
十
六
歳
。
「
ラ
フ
な
格
好

で
気
軽
に
ご
来
店
下
さ
い
。
」
と

の
こ

と
で
し
た
。
今
後
と
も
健
康
に
気
を
つ

け
て
”
釣
り
“
に
”
仕
事
“
に
頑
張
っ

て
下
さ
い
。

ア
リ
ラ
ン
鹿
野
川
店

園

南

寺

ひ

ろ

し

さ

ん

(36
歳
）

実
は
気
さ
く
な
い
い
男
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私
の
人
生
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
じ
ゃ
そ
う
な
け
ん
の
。

ま
し
た
が
、
昭
和
二
十
年
の
終
戦
の
今
そ
ん
な
事
を
思
い
出
し
た
ら
、

年
に
は
半
分
子
供
、
半
分
大
人
に
な
馬
鹿
馬
鹿
し
く
て
し
か
た
が
な
い
。

り
か
け
の
現
在
の
中
学
二
年
生
で
、
時
代
の
流
れ
は
早
く
、
長
か
っ
た
昭

軍
隊
に
は
行
か
な
か
っ
た
も
の
の
、
和
も
平
成
に
変
わ
り
、
地
球
上
の
人

戦

時

教

育

そ

の

も

の

で

し

た

。

が

争

い

事

の

な

い

安

心

し

て

無

事

に

当

時

は

、

高

等

暮

ら

せ

る

こ

と

を

科

一

年

、

二

年

ま

祈

っ

て

深

い

眠

り

で

で

し

た

が

、

高

ャ

‘

9

)

に
つ
き
た
い
も
の

学

年

は

学

科

の

半

回

ァ

A
て

ャ

＊

で

す

。

そ
し
て
、
今
後

5
 

分

く

ら

い

は

ほ

と

。

ん

ど

勤

労

奉

仕

作

即

≫

し

炉

-

生

ま

れ

変

わ

っ

て

業
で
、
山
か
ら
木

i

)

目
を
覚
ま
し
た
時

炭

の

運

搬

、

山

の

に

は

、

こ

の

人

生
ソ

で
行
動
し
見
て
来

ま
で
今
の
ま
ま
の

〗
〗
〗
(C
)

い
。
[
〗

せ
た
も
の
で
す
。

沖

縄

が

や

ら

れ

良

い

地

球

を

破

壊

た

ら

し

い

、

今

度

は

士

佐

へ

上

陸

す

し

な

い

で

下

さ

い

、

る
そ
う
な
が
愛
媛
は
長
浜
じ
ゃ
ろ
う
と
世
界
の
人
び
と
に
お
願
い
し
た
い

か
。
と
言
う
話
も
あ
る
け
ん
山
道
を
と
思
う
こ
の
頃
で
す
。

通
っ
て
大
野
ヶ
原
の
方
へ
逃
げ
ろ
う

や
、
な
ど
な
ど
年
老
い
た
人
の
話
を

聞
か
さ
れ
た
。

う
ち
に
は
娘
が
お
ら
ん
け
ん
構
わ

ん
が
、
あ
ん
た
と
こ
に
は
娘
が
お
る

け
ん
の
、
ヤ
ソ
キ
ー
は
が
い
な
も
ん 道

野

尾

上

甲

今
に
し
て
思
う
こ
と

勝

(66
歳）
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愛
媛
県
商
工
会
連
合
会
で
は
、
こ
の

ほ
ど
イ
ソ
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
情

報
発
信
の
た
め
、

，
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
媛

ネ
ッ
ト
を
開
設
し
ま
し
た
。

こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
県
内
の
商
工

会
地
区
の
情
報
を
詳
細
に
紹
介
す
る
と

と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
ペ
ー
ジ
に

も
リ
ン
ク
し
て
い
け
ま
す
。
特
に
地
域

へ
の
ア
ク
セ
ス
方
法
を
地
図
を
使
っ
て

判
り
や
す
く
表
示
し
て
い
ま
す
。
お
出

掛
け
の
時
、
地
図
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト

し
て
持
っ
て
い
け
ば
、
目
的
地
に
行
く

の
に
大
変
便
利
な
こ
と
で
し
ょ
う
。
随

時
情
報
の
更
新
も
計
画
中
で
す
。
尚
、

川
上
商
工
会
の

ペ
ー
ジ
か
ら
肱
川
町

の

ペ
ー
ジ
ヘ
そ
し
て
、
大
井

章
裕
さ
ん
の
ペ
ー
ジ
、
北

海
道
の
え
り
も
町
の
ペ
ー

ジ
ヘ
と
リ
ソ
ク
が
広
が
り

ま
す
。
ど
う
か
一
度
ア
ク

セ
ス
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

⑥
R
⑤
R
 

今
年
の
冬
、
長
野
で
冬
季

オ
リ
ソ
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ

冬

た

。

日

本

の

選

手

が

活

躍

し

ャ
八
た
こ
と
も
あ
り
、
日
本
は
熱

狂
し
た
。
あ
れ
か
ら
四
カ
月
、

j
 

E忍
ま
だ
オ
リ
ソ
ピ
ッ
ク
の
感
動

が
さ
め
て
い
な
い
う
ち
に
、

―一
上
勺

一
今
度
も
世
界
が
注
目
す
る
、

サ
ッ
カ
ー
の
大
き
な
大
会
が
行
わ
れ
て

い
る
。六

月
十
日
、
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ

プ
が
開
幕
し
た
の
だ
。
あ
の
「
ド
ー
ハ

の
悲
劇
」
か
ら
四
年
、
夢
を
現
実
の
も

の
に
し
た
男
達
日
本
代
表
は
、
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
フ
ラ
ン
ス
大
会
で
世
界
に
デ

ビ
ュ
ー
し
た
。
こ
の
四
年
と
い
う
歳
月

は
、
選
手
や
サ
ッ
カ
ー
関
係
者
た
ち
、

と
く
に
ド
ー
ハ
を
体
験
し
た
人
た
ち
に

と
っ
て
は
長
い
日
々
だ
っ
た
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
サ
ッ
カ
ー
を
愛
し
、
日
本
代

表
を
応
援
す
る
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
も
長

か
っ
た
と
思
う
。

そ
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
と
い
う
最
高

の
舞
台
に
、
十
年
近
く
も
日
本
代
表
の

顔
と
し
て
、
日
本
の
サ
ッ
カ
ー
界
を
支

え
、
引
っ
張
っ
て
き
た
カ
ズ
（
三
浦
知

良
）
が
い
な
い
。
六
月
二
日
、
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
初
戦
ま
で
あ
と
わ
ず
か
十
二

日
、
フ
ラ
ソ
ス
国
境
に
近
い
ス
イ
ス
の

ニ
ョ
ソ
で
の
合
宿
中
、
カ
ズ
は
、
北
澤

豪
・
市
川
大
祐
の
両
選
手
と
と
も
に
、

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
登
録
選
手
二
十
二
人

か
ら
の
落
選
を
宣
告
さ
れ
た
か
ら
で
あ

る
。
カ
ズ
落
選
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
ス
ポ
ー

ツ
新
聞
の
一
面
を
も
飾
っ
た
。

そ
の
事
に
関
し
て
賛
否
両
論
あ
る
と

思
う
。
「
勇
気
あ
る
決
断
」
と
、
監
督

を
称
え
る
人
も
い
れ
ば
、
「
ま
だ
ま
だ

や
れ
る
。
」
「
ス
イ
ス
ま
で
連
れ
て
行
っ

て
ぎ
り
ぎ
り
の
所
で
外
す
の
は
惨
め
す

ぎ
る
。
」
な
ど
と
、
批
判
的
な
考
え
を

持
っ
た
人
も
い
た
よ
う
だ
。
今
回
の
事

で
、
カ
ズ
の
プ
ラ
イ
ド
は
か
な
り
傷
つ

い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
今
ま
で
の
カ
ズ
の

功
績
を
考
え
て
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会

か
ら
何
ら
か
の
配
慮
が
あ
れ
ば
、
あ
ん

な
に
論
議
を
よ
ぶ
こ
と
も
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。
い
ろ
い
ろ
あ
っ

た
が
日
本
に
は
、
少
し
で
も
い
い
成
績

を
残
し
て
も
ら
い
た
い
。

二
0
0
二
年
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
は
、

日
本
と
韓
国
の
共
同
開
催
だ
。
そ
の
た

め
に
も
、
日
本
の
サ
ッ
カ
ー
を
世
界
に

ア
ビ
ー
ル
し
て
も
ら
い
た
い
。
そ
し
て
、

人
気
が
低
迷
し
続
け
て
い
る

J
リ
ー
グ

を
も
う
一
度
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
に

も
、
選
手
に
は
力
の
限
り
頑
張
っ
て
も

ら
い
た
い
。

が
ん
は
れ
ニ
ッ
ポ
ソ
ー
・
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少
年
キ
ッ
ク
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
大
会
・
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
五

月
二
十
三

日
（
土
）
、

町
民
運
動
場
と
農
業

者
ト
レ
ー
ニ
ソ
グ
セ

ソ
タ
ー
で
開
催
し
ま

し
た
。
本
来
で
し
た

ら
、
十
七
日
に
開
催

す
る
予
定
で
し
た
が
、

前
日
の
雨
の
た
め
運

動
場
の
状
態
が
悪
く
、

二
十
三
日
に
延
期
し

ま
し
た
。
当
日
は
天

気
も
良
く
絶
好
の
ス
ポ
ー
ツ
日

和
と
な
り
ま
し
た
。
キ

ッ
ク
ベ

ー

ス
ボ
ー
ル
に
は
小
学
校
四
年
生

以
上
の
五
十
五
名
、
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
に
は
三
年
生
以
下
の

三

十
一
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
キ
ッ

ク
ベ
ー
ス
ボ

ー
ル
の
編
成
は
、

学
校
単
位
で
は
な
く
、
参
加
者

を
班
分
け
し
、
町
内
の
各
小
学

生
が
互
い
に
交
流
で
ぎ
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
監
督

は
各
分
館
の
役
員
さ
ん
が
な
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
、
班
で
一
緒
に
な
っ
た
友

キックベ ー スボール

i
,

t
 ヽ

，
T
＼℃

編集•発行
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シャフルボード

達
と
作
戦
を
立
て
た
り
し
て
仲
良
く

プ
レ

ー
し

て
い
ま
し
た
。
ニ
ュ

ー
ス

ポ
ー
ツ
は
シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド
を
行
い

ま
し
た
。
学
年
ご
と
に
分
か
れ
最
初
、

体
育
委
員
さ
ん
に
キ
ュ
ー
（
円
盤
を

押
し
出
す
棒
）
と
デ
ィ
ス
ク
（
円
盤
）

の
使
い
方
の
要
領
を
教
え
て
も
ら
っ

て
早
速
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。
中
に

は
う
ま
く
前
に
向
か
っ
て
飛
ば
す
こ

と
が
で
き
ず
付
き
添
っ
て
き
た
保
護

者
の
方
が
手
ほ
ど
き
す
る
場
面
も
み

ら
れ
ま
し
た
。
一
年
生
に
は
距
離
が

長
か
っ
た
の
か
、
届
か
な
い
の
で
距

離
を
短
く
し
て
行
い
ま
し
た
。
延
期

し
た
に
も
関
わ
ら
ず
た
く
さ
ん
の
子

ど
も
た
ち
が
参
加
、
ま
た
、
分
館
役

員
さ
ん
の
他
に
も
、
保
護
者
の
方
も

参
加
し
て
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

ク ロッケー大会

ク 口 ツ ケ 大 会 の

町
内
ク

ロ
ッ
ケ
ー
大
会
を
五
月
三

十

一
日
（
日
）
、
午
前
八
時
三
十
分
か

ら、

町
民
運
動
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
八
幡
浜
管
内
ス
ポ
レ

ク
大
会
の
予
選
を
兼
ね
て
い
る
も
の

で
、
老
年

I
部
（
六
十
歳
以
上
）
、
老

年
II
部
（
七
十
歳
以
上
）
、
一
般
の
部

（
年
齢
制
限
な
し
）
の
三
つ
の
部
門
に

分
か
れ
て
行
い
ま
し
た
。
連
日
の
晴

天
で
グ
ラ
ウ
ソ
ド
状
態
も
良
く
、
参

加
者
の
方
は
朝
早
く
集
合
、
練
習
を

し
て
い
ま
し
た
。
ボ
ー
ル
が
転
が
り

す
ぎ
る
位
だ
と
の
声
も
聞
か
れ
ま
し

こ。t
 参

加
チ
ー
ム
は

I
部
五
チ
ー
ム
、

II
部
十
五
チ
ー
ム
、
一
般
の
部
八
チ
ー

ム
の
計
二
十
八
チ

ー
ム
、
約
九
十
人

結果

老年 I部 老年 II部 一般の部

優 勝
中央 A 小 藪 B 大谷 G

（亀井、鉾岩、中野）（亀井、藤井、沖）（細，兵頭、兵頭，浅井）

準優 勝
小藪 A ち-」 ベD C 大谷 F

（上田、片山，兵頭）（山内、宮田、高井）（矢野、前田、渡邊）

第 3 位
大谷 A 大谷 D 小 藪 c

（沖野、永田、稲田）（兵頭、沖田、兵頭）（中居谷田、片山森本）

が
参
加
し
ま
し
た
。

一
般
の
部
に
は
分
館
役
員
の
方
も

参
加
、
相
手
チ

ー
ム
の
人
に
ル

ー
ル

等
を
教
え
て
も
ら
い
プ
レ

ー
し
て
い

ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
優
勝
さ
れ
た
チ

ー
ム

は
十
月
四
日
八
幡
浜
で
開
催
さ
れ
る

管
内
ス
ポ
レ
ク
大
会
に
出
場
し
て
頂

き
ま
す
。

二
週
連
続
の
行
事
に
な
り
ま
し
た

が
、
役
員
の
皆
さ
ん
ご
苦
労
様
で
し

こ。f
 



(17)隠）。＠。領） 堡振匪闊 饂麟

ー
中
央
教
育
審
議
会
中
間
報
告
よ
り
し

神
戸
の
中
学
生
に
よ
る
小
学
生
殺

傷
事
件
か
ら
一
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
少
年
に
よ
る
事
件
が
頻
発

し
、
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

文
部
省
の
諮
問
機
関
で
あ
る
中
央
教

育
審
議
会
か
ら
、
去
る
三
月
三
十

一

日
に
文
部
大
臣
に
中
間
報
告
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
み
て
み

ま
す
と
、
子
ど
も
た
ち
の
心
を
め
ぐ

る
問
題
が
広
範
囲
に
わ
た
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
社
会
全
体
、
家
庭
、
地
域

社
会
、
学
校
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て

の
そ
の
あ
り
方
を
見
直
し
、
子
ど
も

た
ち
の
よ
り
よ
い
成
長
を
目
指
し
て

ど
の
よ
う
な
点
に
今
取
り
組
ん
で
い

く
べ
き
か
と
い
う
こ
と
が
具
体
的
に

提
言
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
過
保
護
や
過
干
渉
、
育
児

不
安
の
広
が
り
や
し
つ
け
へ
の
自
信

喪
失
な
ど
、
今
日
の
家
庭
に
お
け
る

教
育
の
問
題
ま
で
踏
み
込
ん
だ
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、

ど
の
家
庭
で
も
し
つ
け
に
当
た
っ
て

考
え
る
べ
き
基
本
的
な
事
項
で
あ
り

当
然
の
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
し
か

し
、
そ
れ
ぞ
れ
実
行
す
る
に
は
大
き

な
努
力
を
要
す
る
こ
と
で
す
。
ひ
と

り
ひ
と
り
の
親
が
家
庭
を
見
つ
め
直

し
、
提
言
を
手
が
か
り
と
し
て
、
で

き
る
と
こ
ろ
か
ら
取
り
組
ん
で
欲
し

い
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。

心
の
教
育
の
充
実
に
は
、
国
民
幅

広
い
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る

と
結
ん
で
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
「
未
来
に
向
け
て
も
う

一
度
我
々
の
足
元
を
見
直
そ
う
」
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
ふ
れ
ま
す
。

0
「
生
き
る
力
」
を
身
に
つ
け
、
新

し
い
、
時
代
を
切
り
拓
く

「
生
き
る
力
と
は
」

●
自
分
で
課
題
を
見
つ
け
、
自
ら
学

び
、
自
ら
考
え
る
カ

●
正
義
感
や
倫
理
観
等
の
豊
か
な
人

間
性

●
健
康
や
体
力

0
正
義
感
・
倫
理
観
や
思
い
や
り
の

心
な
ど
豊
か
な
人
間
性
を
は
ぐ
く

も
う

「
生
き
る
力
」
の
核
と
な
る
豊
か
な

人
間
性
と
は

●
美
し
い
も
の
や
自
然
に
感
動
す
る

心
な
ど
の
柔
ら
か
な
感
性

●
正
義
感
や
公
正
さ
を
重
ん
じ
る
心

●
生
命
を
大
切
に
し
、
人
権
を
尊
重

す
る
心
な
ど
の
基
本
的
な
倫
理
観

•
他
人
を
思
い
や
る
心
や
社
会
貢
献

の
精
神

●
自
立
心
、
自
己
抑
制
力
、
責
任
感

•
他
者
と
の
共
生
や
異
質
な
者
へ
の

寛
容

大
人
が
足
元
を
見
直
す
こ
と
が
大
切

で
す
。

新
し
い
時
代
を
拓
く

心
を
育
て
る
た
め
に

町民プールの使用について
’’‘‘,．.．．.,.，.. 9,..,,.．．，．．.．.．.．,．．．,.'’’9,..，,.., 9,．．...．．，9.．..．．, 9,．．．．，.．9,．．．、．.,9,.．,,.．．9,．．,,．．, 9,.．．．、．,......................,................
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鹿野川ダム下流にある町民プールは、

6月15日から使用できますが、次のこ

とを守って使用してくださるようお願

いします。

このプールに置いている管理人は清

掃や水の管理、消毒などをしている施

設の管理人ですので、学校が引率して

いく場合のほかは、必ずそれぞれの監

視人の下で泳がせてください。

中学校郡総合体育大会

喜多郡中学校総合体育大会が6月3日、

4日、内子町で開催されました。

結果は次のとおりです。

函団体優勝

野球

函団体準優勝

バレーボー）レ女子

ソフトテニス女子

函個人戦 2位

ソフトテニス女子

（沖野文美、東由紀）

ソフトテニス男子、卓球は惜しくも敗退

9.,し

＿

生

涯

学

習

の

原

点

は

家

庭

~
教
育
に
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

~
そ
の
家
庭
教
育
で
い
ち
ば
ん

大
切
な
こ
と
は
、
悩
み
や
ス

i

ト
レ
ス
の
解
消
を
図
る
と
い

う
こ
と
だ
。

大
人
た
ち
は
、
現
代
社
会

の
中
で
そ
れ
を
発
散
さ
せ
る

~
場
を
持
っ
て
い
る
が
、
子
供
た
ち
は

~
ど
う
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
場
を

~
家
庭
の
中
に
つ
く
っ
て
や
る
必
要
が

~
あ
る
。
と
大
学
の
教
授
は
述
べ
て
い

~
る
。

~
ま
た
、
世
界
的
に
有
名
な
動
物
学

~
者
は
文
明
社
会
で
は
大
人
が
幼
児
化

~
し
て
い
る
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
人

~
間
社
会
で
は
、
大
人
が
模
範
に
な
っ

~
て
い
る
現
実
で
は
、
子
供
た
ち
が
正

~
常
に
育
つ
は
ず
が
な
い
と
言
っ
て
も

i

決
し
て
過
言
で
は
な
い
。

~
動
物
の
世
界
で
は
、
生
活
し
て
い

~
く
上
で
の
基
礎
・
基
本
が
し
っ
か
り

．
 
~
教
え
込
ま
れ
て
い
る
。
昔
は
、
そ
う

~
し
た
教
育
が
家
庭
や
地
域
の
中
で
培

~
わ
れ
て
い
た
。

~
と
こ
ろ
が
残
念
な
こ
と
に
、
最
近

~
で
は
模
範
を
示
せ
る
親
は
お
ろ
か
、

~
教
え
育
て
る
こ
と
の
出
来
る
大
人
は

~
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
昔
か
ら
、

~
子
供
は
親
の
背
を
見
て
育
つ
と
言
わ

~
れ
て
き
た
。

今
こ
そ
大
人
の
幼
児
化

i

を
防
ぐ
社
会
教
育
を
進
め
な
け
れ
ば

~
な
ら
な
い
。

~
そ
の
た
め
に
は
、
自
己
の
教
育
力

~
を
確
立
し
て
、
自
ら
学
ぶ
姿
勢
と
信

~
念
を
示
し
、
子
供
の
模
範
に
な
る
よ

[
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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数
年
前
、
八
幡
浜
市
で
悲
し
い

事
件
が
起
き
ま
し
た
。
記
憶
に
残
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
「
言
葉
」

に
よ
る
い
じ
め
を
苦
に
中
学
生
が

自
殺
を
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
ニ
ュ

ー
ス
で
す
。
余
り
に
も
身
近
に
起

こ
っ
て
し
ま
っ
た
事
件
の
た
め
、

大
き
な
驚
き
で
し
た
。

い
じ
め
て
い
た
側
の
子
ど
も
た

ち
は
、
自
分
た
ち
の
言
動
が
、
い

じ
め
ら
れ
た
者
に
と
っ
て
い
か
に

苦
痛
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
に

十
分
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
と
い

う
報
道
も
あ
り
ま
し
た
。

子
ど
も
に
は
ま
だ
人
の
痛
み
を

理
解
す
る
心
が
成
長
し
て
い
な
い

か
ら
と
、
簡
単
に
片
づ
け
て
は
な

ら
な
い
問
題
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
だ
れ
し
も
、

「
い
じ
め
る
こ
と
」
は
悪
い
こ
と

だ
と
言
い
、
い
じ
め
ら
れ
る
こ
と

は
い
や
だ
と
答
え
ま
す
。

よ
く
子
ど
も
社
会
は
大
人
社
会

を
映
す
鏡
で
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
大
人
社
会
が
人
権
を
十
分
に

尊
重
し
た
社
会
で
あ
る
な
ら
ば
、

こ
の
よ
う
な
い
じ
め
に
よ
る
事
件

が
次
々
に
起
こ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
の
人
権

を
真
剣
に
考
え
る
た
め
に
、
大
人

正

山

小

大

江

恭

輔

共
有
の
世
界

社
会
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
ま
で
来
て
し

ま
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

考
え
て
み
れ
ば
、
過
去
に
日
本
の

社
会
は
、
差
別
に
よ
っ
て
人
と
人

と
の
か
か
わ
り
を
こ
じ
ら
せ
・
ね

じ
ら
せ
て
き
て
、
個
々
別
々
主
義

で
人
間
関
係
を
分
断
し
、
隔
離
し
、

排
除
し
て
き
ま
し
た
。
差
別
を
利

用
し
て
き
た
の
で
す
か
ら
、
こ
の

社
会
や
人
々
の
意
識
を
変
え
る
こ

と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
誰
も
が
そ
の
社
会
の

矛
盾
や
意
識
の
ズ
レ
に
気
づ
く
こ

と
に
よ
っ
て
、
社
会
の

一
員
で
あ

る
自
分
自
身
を
変
え
て
い
く
こ
と

は
で
ぎ
る
の
で
す
。

私
た
ち
に
と
っ
て
や
さ
し
い
社

会
に
な
る
た
め
に
は
、
や
さ
し
さ

を
知
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

そ
の
や
さ
し
さ
と
は
、
相
手
の
こ

と
を
思
い
や
る
こ
と
の
で
き
る
カ

だ
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
世
界
を
変
え
る
た

め
に
先
に
述
べ
た
昔
か
ら
の
ね
じ

れ
を
修
正
し
、
人
と
人
と
の
か
か

わ
り
、
し
か
も
よ
い
か
か
わ
り
・

共
有
の
世
界
を
つ
く
る
こ
と
を
子

ど
も
た
ち
と
共
に
始
め
た
ら
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
『
ま
な
ざ
し
』
と

『
ほ
ほ
え
み
』
と
『
こ
と
ば
』
に

よ
っ
て
。

国旗を掲げましょう

公民館では生活運動を推進しています。

●冠婚葬祭を中心とする生活改善運動

●分煙運動

•あいさつ運動

はみなさんご存じのことと思います。

国旗を掲げる運動も生活運動の一つです。

国民の祝日には国旗を掲げましょう。

\•V 9 
ぅ已念日

ヽ

「わたしのモソスターかんさつにっき」

ジャソ・カー／絵 G・プライア ‘ノ・カラス／文

「妹になるんだワソ！」

「会社に入ってどう生きるか」

「フ ットノート 足で書かれた物語」

「あの娘は英語がしゃべれない！」

「クライシス F」

「ダディ」

「御宿かわせみ

「郵の記憶」

「心室細動」

春の高瀬舟」

スーザソ •E ・ヒ ‘ノトソ

島野

安藤

井谷

郷

平岩

内田

結城

滋雄

レーナ・マリア

優子

自亨
Eヨ＝

ひろみ

弓枝

康夫

五郎

この他にも、児童図書約40冊ほど購入しました。ご

利用ください。こんな本があったらいいな等図書に関

する要望がありましたら公民館までご連絡ください。

五
月
二
十
四
日
、
平
成
九
年
度
テ

レ
ビ
愛
媛
ビ
デ
オ
リ
ポ
ー
タ
ー
ク
ラ

ブ
総
会
が
行
わ
れ
、
肱
川
ビ
デ
オ
ク

ラ
ブ
の
方
の
作
品
が
入
賞
し
ま
し
た
。

優
秀
作
品
賞

「
瀕
張
漁
」
櫻
田
和
明

み
な
さ
ん
も
作
品
を
応
募
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
先

肱
川
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ
事
務
局

肱
川
町
公
民
館
内

6
三
四
—
二
三
0
七

お
詫
び
と
訂
正

公
民
館
報
五
月
号
の
記
事
の
中
で

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

十
七
ペ
ー
ジ
神
楽
の
記
事
中

（
誤
）
月
野
尾
の
八
幡
宮

（
正
）
月
野
尾
の
天
満
宮

十
九
ペ
ー
ジ
俳
句
大
会
の
記
事
中

「
風
と
な
り
光
と
な
り
て
花
吹
雪
」

の
作
者
は
、

大
洲
市
の
板
倉
勉
さ
ん
で
す
。

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

関
係
者
の
み
な
さ
ま
に
は
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
し
た
。

奨
励
賞

「
英
語
劇
」

池

田

悦

子

ビ
デ
オ
で
「
風
お
こ
し
」
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平
成
十
年
度
、
青
年
団
長
を
さ
せ

て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ち
ょ
っ

と
間
抜
け
で
少
し
頼
り
に
な
ら
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

あ
い
さ
つ
は
こ
の
く
ら
い
に
し
て

簡
単
に
合
の
青
年
団
の
活
動
に
つ
い

て
書
か
せ
て
頂
き
ま
す
。

団 長

宮尾充志

団
長
あ
い
さ
つ

青年団だより

s
 

～
 

'、
ー5

 
ゲ

一
A
/
 

u
 
k
 ------

肱
川
町
青
年
団
は
現
在
、
団
員
数

が
約
三
十
五
名
、
活
動
の
内
容
は
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
社
会
教
育
活
動
の

手
伝
い
、
奉
仕
活
動
等
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
し
か
し
、
団
員
相
互
及
び
他
団

体
と
の
交
流
の
行
事
が
少
な
く
、
こ

の
点
に
つ
い
て
は
肱
川
町
青
年
団
の

弱
点
か
な
？
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
年
の
青
年
団
の
目
標

は
「
団
員
相
互
の
交
流
を
図
る
」
に

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
具

体
的
な
計
画
は
立
て
て
い
ま
せ
ん
が

楽
し
み
な
が
ら
交
流
を
図
れ
る
イ
ベ

ン
ト
を
役
員
さ
ん
と
相
談
し
な
が
ら

組
ん
で
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

せ
っ
か
く
同
じ
よ
う
な
世
代
に
生

ま
れ
、
同
じ
町
に
住
ん
で
い
る
の
に

「顔くらいは見たことあるけど

:・:」ではちょっと寂しすぎる

と思いませんか？まだ青年団に

入っていない方、まだまだ団員

を募集していますので是非入団

してください。こんな書き方を

すると楽しいことばかりと思わ

れる方もいらっしゃるかも知れ

ませんが、現状は入団してから

のお楽しみということにしてお

きます。

団員のみなさん、ご迷惑をお

かけするとは思いますがご協力

をお願いします。地域のみなさ

んも青年団について何かありま

したらご意見お聞かせください。

よろしくお願いします。

役職名 平成10年度役員

団 長 宮 尾充志

副 団 長 安川 美 紀

事務局長 金 田 大輔

事務局次長 山 本 晃

橋本典子

会 計 上 田 智子

広報部長 清 水早 田I I 

広 報部員 モu.., 仲美佳

堀 奈津江

‘畠一＇ 永美登里

沖 田修

兵頭浩 次

正山支部長 泉 誠

監 査 ‘畠一’ 永幸広

‘畠一’ 永 綾

郡 理 事 稲 田 利 絵

郡 会 計 河 内 由美子

郡事務局次長 金 田大輔

平
成
10
年
度

肱
川
町
青
年
団
新
役
員
決
定
”
.

、`

初
め
ま
し
て
、
四
月
か
ら
福
祉

課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）
で
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
ま
す
冨
永
美
登
里
で

す
。
こ
の
ニ
ヶ
月
、
初
め
て
耳
に

す
る
よ
う
な
言
葉
や
わ
か
ら
な
い

こ
と
だ
ら
け
で
た
だ
戸
惑
う
ば
か

り
で
し
た
。
社
会
人
二
年
目
に
な
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
合
だ
に
学

生
気
分
が
ぬ
け
き
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
早
く
仕
事
を
覚
え
て
皆
さ
ん

の
お
役
に
た
て
る
よ
う
に
が
ん
ば

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
青
年
団
で
も
お
世
話
に
な

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
私
も
先

輩
方
と
一
緒
に
青
年
団
を
盛
り
上

げ
て
い
け
た
ら
な
あ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
い
ろ
い
ろ
と
ご
迷
惑
を
お

か
け
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●生年月日

S51年 6月8日

●血液型

B型

●長所

明るい

●短所

積極性に欠ける

｀

編

集

あ

と

ば

な

し

口

こ

令
年
度
、
初
め
て
の
青
年
団
広
報

_
A
S
U
K
A
I
い
か
が
だ
っ
た
で

し
ょ
う
か
？

新
し
い
部
員
を
迎
え
、
こ
れ
か
ら

も
皆
様
に
青
年
団
活
動
を
少
し
で
も

多
く
知
っ
て
頂
け
る
よ
う
に
何
と
か

作
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
上
記
に
あ
る
よ
う
に
、
平

成
十
年
度
肱
川
町
青
年
団
役
員
も
新

メ
ン
バ
ー
に
変
わ
り
ま
し
た
。

合
年
度
も
肱
川
町
青
年
団
そ
し
て

広
報
ー
A
S
U
K
A
ー
と
も
に
、
御

指
導
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。 一Q 休みの日は何をして

いますか

〇 ひたすら寝ています

Q理想のタイプは？

〇 一緒にいると落ち着く人

Q肱川町の良い所は？

〇 自然が豊かなところ

冨永美登里
身長

152cm 

体重
40kg 

ウエスト
？ 

ヒップ
？ 

足の長さ
？ 

足の大きさ
22cm 

扇
！
今
月
の
ニ
ュ
ー
フ
エ
イ
ス

（
 



⑱。@。領） ⑮し⑮留

7月のカレンダー

：邸麟 (20)

7月の日曜・祝日当直医

日 付 行 事 場 所

1 (水） 結核レソトゲ‘ノ検診・成人病検診 正山槌山集公民会館所

2 （木）

3 （金） 健康相談 影久保地集集会会所所

4 （土）

5 (日）

6 (月） 心配ごと相談・行政相談 公民館

7 (火）

8 (水） 健康相談 大大平谷公集民会館所

9 （木） リハビリ教室 保健セ‘ノター

10（金） 健康づくり料理教室 中津集会所

11（土）

1 2 (日）

1 3 (月）

14（火） 幼不用児教犬室の引取り 役保健場セソター

15（水） 健不康燃物相談収集日 定例農業委員会
白石集会所森集会所

16（木）

1 7 (金） 結核レソトゲ‘ノ検診・成人病検診 羽中座居谷谷集集会会所所

18(土）

1 9 (日）

20(月）

21（火） 心定配例部ご落と相長談会
そよ風の会

公民館・保健セソター

22(水） 健康づくり料理教室 岩谷公民館

23（木）

24(金） リハビリ教室 保健セソター

25(土）

26(日）

27(月） 元気印教室 保健セ‘ノター

28(火） 健康相談 予小子藪林集公会所民館郷集会所

29(水） 乳児検診 保健セソター

30（木）

31（金） 結核レ‘ノトゲソ検診・成人病検診 岩月野谷尾ダ集ム会相談所所

日 当 直 医 電 話

田渡クリー ッ ク
25-3217 

5日 （大洲市）

（日） 松本整形外科
44-5533 

（内子町）

末 光 眼 科
24-1500 

12日 （大洲市）

（日） 芳 我 外 科
44-2560 

（内子町）

乎 田 医 院
24-1200 

19日 （大洲市）

（日） 堀 J 11 医 院
43-0555 

（内子町）

いんなみ医院
24-0700 

20日 （大洲市）

（月） r 玉 来 医 院
44-2248 

（内子町）

菊 原 外 科 24-4646 
26日 （大洲市）

（日） 小 J 11 医 院
44-2815 

（内子町）

※変更になる場合がありますので、前もって連絡
してからお出かけください。

救急病 院

曜日 病 院 名 電 話

月・火 市立大洲病院 24-2151 

水 加 戸 病 院 24-5101 

木～日 大洲中央病院 24-4551 

6月の花あじさい

中

野

谷

魯

協

生
白

石

寺
中

宮
本

中

野

山

田

道
野
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ー

藪

三東
井

5
/
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泉
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4
/
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中
本

愛
ち
ゃ
ん
（
道
野
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圭
祐
ち
ゃ
ん
（
小
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熊敏さん(64歳）

満春さん(85歳）

コイさん(96歳）

俵馬さん(77歳）

花枝さん(91歳）

ヒサヨさん(93歳）

7 7 7 7 
月月 月月 相

2313 22 6 
談

日日 日日
//  へへ

水月 水月 日

‘---’‘--ノ ‘ ‘ー'
内 大

子 洲 場

町 商

商
工
会

工 議 所
会 所

◎
社
会
保
険
＿
日
出
張
相
談
所


